
　現在、令和６年度に活動いただく「第
４期委員」を募集しています。富田林
とまちづくりを愛する熱意ある若者の
皆さん、ぜひ力を貸してください。皆
さんのご応募お待ちしております。
対象　本市に関わりのある、おおむね
16 ～ 30 歳の人
募集期間　4 月 23 日㈫まで
応募方法　右図または、市ウェ
ブサイト（生涯学習課のページ）の応
募フォームよりご応募ください。

●市公式インスタグラムをスタート
　富田林の魅力をより多くの方に発信するため、「市公式
インスタグラム」を開設しました。若者たちが市内で行わ
れるイベントなどを取材し、動画を中心に投稿しています。
●金剛東中央公園に大型ミューラル（壁画）が完成
　富田林の新たなブランドとして、世界で活躍するアーティスト
TITI FREEK さんにより大型ミューラル（壁画）を制作しました。
　また、昨年 9 月にはミューラルを拠点に、芸術作品の展示や体験
型ワークショップ、音楽ステージなど、アートを感じることができ
るイベント「富田林クリエイティバル」を開催しました。
●富田林寺内町で謎解きイベントを開催中
　若者を中心に歴史情緒溢れる寺内町をもっと深く知って欲しいと
の想いから、寺内町を舞台にした謎解きイベントが提案されました。
　謎解きイベント「寺内町ナゾ時

とき
旅行」は3 月 10 日㈰まで開催中で

すので、ぜひお越しください。

若者会議のご案内若者会議のご案内

　若者会議では、本市に関わりのある若者を委員と
して委嘱し、本市が抱える課題の解決や、まちをより
良くするための取り組みなどのテーマごとにグルー
プを設置し、ワークショップ形式で議論を進めます。
　会議には、進行を補助する若手職員や事業担当者、
専門知識を持った職員も参加し、委員の皆さんをサ
ポートしています。

どんな活動をしているの？

過去にはこのような事業が実現しました

問問生涯学習課 （内線 582）生涯学習課 （内線 582）

今井 かれんさん
　まちづくりに興味があっ
たので応募しました。富田
林をより良くしたいという
同じ思いを持った方々の、
さまざまなアイデアと出会
うことができ、貴重な経験になりました。
　また、会議を重ねていく中で、自分の意
見を積極的に出せるようになりました。

先輩の声

　本市では、若者が活躍できるまちづくりを進めるため、「富田林市若者条例」が制定されています。
　同条例に基づき創設された「富田林市若者会議」では、若者が本市に必要な施策や取り組みについて検討し、
市と共にその実現をめざしています。

　若者会議の任期終了後も、「富田林
のまちづくりに関わりたい！」という
若者によって創設され、若者会議が提
案した事業にも深く関わっています。
　市の事業や地域のイベントにも積
極的に参加していますので、見かけた
際は応援よろしくお願いします。

若者会議 OB ・ OG 会	
「こことん」 が活躍中！

宮岡 悠真さん
　事務局の方に支えてもら
いながら、第３期委員とし
て活動しました。本当に多
くの方と交流することがで
き自分の知見が広がると共に、より富田林
や地方創生について興味を持てたので参加
して良かったなと思います。

高見 咲妃さん（第１期）
　こことんでは、富田林
のために自分たちができ
ることをしたいという想いで活動して
います。イベントでは、たくさんの笑
顔が見れるなど、とても楽しいです‼

OB ・ OG の声

第４期委員を募集！

河野 隆太さん（第２期）
　こことんのメンバー
で「富田林クリエイティ
バル」を開催しました！仲間がいる
心強さとイベントをやりきる大変
さ、達成感が今も思い出深いです！
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令
和
6
年
能
登
半
島
地
震
に
対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
状
況

緊
急
消
防
援
助
隊
の
派
遣

避
難
所
運
営
支
援
を
実
施

　
緊
急
消
防
援
助
隊
大
阪
府
大
隊

の
一
員
と
し
て
、本
市
消
防
本
部
か

ら
職
員
を
派
遣
し
、
現
地
で
の
救

出
救
助
活
動
な
ど
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
が
、2
月
2
日
を
も
っ
て
被

災
地
で
の
活
動
が
終
了
し
ま
し
た
。

　
本
市
は
、
1
月
1
日
か
ら
の
1

次
派
遣
か
ら
8
次
派
遣
ま
で
の
間
、

延
べ
27
人
の
消
防
職
員
を
石
川
県

応
急
給
水
支
援
活
動
を
実
施

輪
島
市
に
派
遣
し
救
出
救
助
活
動

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

問
市
消
防
本
部
警
備
救
急
課
〔
☎

（23）
１
１
２
５
〕

防
災
用
備
蓄
品
（
パ
ー

テ
ィ
シ
ョ
ン
）
を
寄
贈

い
た
だ
き
ま
し
た

　

1
月
24
日
、
株
式
会
社
林

製
作
所
よ
り
、
防
災
用
備
蓄

品
と
し
て
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン

（
５
３
０
枚
）
を
寄
贈
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
こ
の
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
は
、

軽
量
で
取
り
扱
い
が
し
や
す

く
、
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
さ
ま

ざ
ま
な
サ
イ
ズ
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
空
間
を
容
易
に
作
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
避
難
所
に
お
け

る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
な
ど
、

避
難
環
境
の
向
上
の
た
め
、有

効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

問
危
機
管
理
室
（
内
線
９
５	

０
３
）

派遣隊員の手記
　緊急消防援助隊として大阪を出発し、金沢市を越えた辺りか
ら徐々に道路状況が悪くなる。道路は陥没し、崖は崩れ、巨大な
岩が道を塞いでいる。車両で走行するだけで恐怖すら感じた。
　しかし、被害状況が激しくなるにつれ、使命感が湧いて
くるのが分かった。想像を絶するような被害状況で一人で
も多くの人を救出し、少しでも被災された方のためになれ
るよう、我々消火隊は倒壊家屋の中に要救助者がいないか
検索活動を行った。
　住宅が埋没した救助現場では、男性１名を救出したが既
に亡くなられており、何とも言えない無力感が湧いてきた。
しかし、亡くなられた方の家族から強い感謝の言葉を頂き、
自分が感じた無力感は間違っていたと気付いた。どのような
形であっても「家族の元へ一刻も早く帰してあげたい」そ
う強く思いながら、被災地での活動を行った。
　最後に被災地に派遣され改めて地震による自然災害の恐ろ
しさを感じ、南海トラフ巨大地震等がいつ発生してもおかしく
ない今、防災意識を持ち、災害に備える必要があると感じた。

　
日
本
水
道
協
会
大
阪
府
支
部
か

ら
の
要
請
に
よ
り
、
給
水
車
な
ど

を
被
災
地
に
派
遣
し
ま
し
た
。

問
上
下
水
道
総
務
課
〔
☎

（24）
１
２ 

０
０
〕

派
遣
職
員
の
コ
メ
ン
ト

　
2
月
10
日
か
ら
14
日
ま
で
の
5

日
間
、
穴
水
町
で
応
急
給
水
支
援

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
で
発
生
し

て
も
不
思
議
で
は
な
い
と
改
め
て

感
じ
ま
し
た
。
富
田
林
市
が
被
災

し
た
場
合
に
備
え
、
確
実
に
水
道

水
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
体
制
を

整
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
大
阪
府
、
お
よ
び
府
内
の
市
町

村
と
連
携
し
、
輪
島
市
内
の
避
難

所
の
運
営
支
援
を
行
う
た
め
、
職

員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

問
人
事
課
（
内
線
３
２
１
）

派
遣
職
員
の
コ
メ
ン
ト

　
２
月
１
日
か
ら
８
日
ま
で
の
8

日
間
、
輪
島
市
で
避
難
所
運
営
支

援
を
行
い
ま
し
た
。

　
避
難
所
運
営
で
は
避
難
者
へ
の

食
事
の
配
膳
や
体
調
が
悪
い
方
の

サ
ポ
ー
ト
な
ど
そ
の
場
に
合
わ
せ

た
支
援
が
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
状
況
を
想
定
し
、
災

害
に
備
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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新型コロナワクチン接種について
問市新型コロナワクチン接種コールセンター〔☎0120(884)056〕
（土・日曜日、祝日を除く、午前９時～午後５時30分）
※同コールセンターは３月29日㈮で終了します。４月１日㈪以降は健康づくり推
進課〔☎ (28)5520〕へお問い合わせください。

市ウェブサイト

LINE 友だち登録

新型コロナワクチンを無料で接種できるのは令和６年３月31日㈰まで新型コロナワクチンを無料で接種できるのは令和６年３月31日㈰まで
また、4月1日㈪より、以下については終了、廃止となりますのでご注意ください。
・市接種予約システムの利用（ウェブサイトや LINE での予約、予約履歴確認など）
・これまでに送付した接種券の使用　・新型コロナワクチン接種コールセンターの対応	
・アプリやコンビニでの接種証明交付　・接種日当日の路線バス無料乗車
※詳しくは市ウェブサイトをご確認ください。

接種期間・回数

接種対象者

使用するワクチン

実施医療機関
接種券

令和５年９月20日から令和６年３月31日㈰の間に１回
※市内医療機関での実施は３月30日㈯までです。
初回接種を終了した生後６カ月以上の人
※初回接種（１・２回目）も引き続き実施しています。３月31日㈰までに初回接種を完
了できない場合、残りの接種は自費で受けていただくことになります。
オミクロン株 XBB.1.5対応１価ワクチン（ファイザー、第一三共）
※12月18日より一部医療機関で、第一三共社のワクチン接種を開始しています。
市ウェブサイトをご確認いただくか市コールセンターへお問い合わせください。
接種券をお持ちでない人や届かない人は、新型コロナワクチン接種券発行申請フォームか
らお申し込みください。なお、接種券発行申請フォームでの受け付けは３月20日㈷まで
です。３月21日㈭以降は、保健センターに直接お越しください。

接種券発行
申請フォーム

■令和６年度の新型コロナワクチン接種について
　令和６年度より新型コロナワクチンは定期接種となります。現時点での国の予定は以下のとおりです。詳細
が決まり次第、広報誌や市ウェブサイトなどでお知らせします。
接種期間・回数　年度内１回（秋冬を想定）
定期接種対象者　以下の①②のいずれかに該当する人
①満65歳以上の人
②満60歳以上65歳未満の人で心臓、腎臓または呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極端に制限される程
度の障がいを有する人およびヒト免疫不全ウイルスにより日常生活がほとんど不可能な程度の障がいを有する
人（身体障害者手帳１級または同程度）
※接種するワクチン、自己負担額や実施医療機関については未定です。
※定期接種の対象でない人や接種期間外の接種、年度内２回以上の接種は任意接種（全額自己負担）となります。

富田林市非課税世帯緊
急支援給付金（追加分）
（１世帯あたり７万円）

　
「
支
給
申
請
書（
請
求
書
）」が
届

い
た
世
帯
の
う
ち
、
令
和
５
年
度

住
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
は
、
給

付
金
を
受
給
す
る
た
め
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。

　
支
給
申
請
書
（
請
求
書
）
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
本
人
確
認
書

類
な
ど
を
添
付
の
う
え
、
同
封
の

返
信
用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し
て

く
だ
さ
い
（
同
封
の
書
き
方
見
本

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）。

申
請
期
限　
3
月
22
日
㈮

問
市
給
付
金
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

〔
☎
０
１
２
０（
１
０
１
）２
７
０
〕

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
）

申請期限　３月 22日㈮まで
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　「デフレ完全脱却のための総合経済対策」に基づき、物価高へ対応するために実施予定の定額減税
を補足する給付として、以下の給付金を基準日（令和５年12月１日）時点で富田林市に住民登録があ
る対象世帯に支給します。

1令和５年度個人住民税均等割のみ課税がなされる世帯への給付
支給額　１世帯につき10万円（１回限り）
給付対象世帯　以下の①～⑤の全てに当てはまる世帯
①令和５年度住民税所得割が課税されている世帯員がいない
②住民税均等割非課税の世帯員のみで構成されていない
③世帯の中に住民税課税所得があるにも関わらず未申告の人がいない
④住民税均等割が課されている人の被扶養者のみで構成されていない
⑤住民税非課税世帯への給付金（３万円・７万円）を受給していない

2こども加算給付（令和５年度）
支給額　対象世帯の世帯員である18歳以下の児童１人につき５万円（１回限り）
※平成17年４月２日～令和６年３月31日㈰に生まれた子どもに限ります。
給付対象児童　以下の①②のいずれかに当てはまる世帯の世帯主と生計を同一にしている児童
①1給付金の対象世帯
②令和５年度富田林市非課税世帯緊急支援給付金（７万円）の給付対象世帯
※住民税均等割が課されている人の被扶養者のみで構成されている世帯は対象となりません。

案内開始時期　それぞれの世帯主に向けて、以下の時期に順次、案内を送付する予定です。
1＝２月下旬、2＝３月上旬

　現在、本給付金の支給に向けて準備を進めています。最新の情報については、市ウェブサイトなどを
通じてお知らせしますので、今しばらくお待ちください。
問市給付金コールセンター〔☎0120(101)270〕（土・日曜日、祝日を除く、午前９時～午後５時）

Ｐｉｃｋ　Ｕｐ！

　１月24日、株
式会社林製作所よ
り、防災用備蓄品
としてパーティ
ションを寄贈いた
だきました。

　２月１日、本市、大阪
狭山市、太子町、河南町、
千早赤阪村と大栄環境株
式会社、豊田通商株式会
社、サントリーグループ
でペットボトルの水平リ
サイクルに関する連携協
定を締結しました。

　１月18日、植田
油脂株式会社、住友
生命相互会社、本市
の三者による廃食油
リサイクルに関する
連携協定および覚書
を締結しました。

　１月17日、「第
51回バトントワー	
リング全国大会」
で 銀 賞、お よび
「第47回全国高等
学校総合文化祭
2023かごしま総

文」で講評者特別賞の成績を収めた、大阪府立富田林高等
学校バトントワリング部の皆さんが表敬訪問されました。

均等割のみ課税世帯などへの給付金について

9
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避難者名簿の
事前記入を

　
災
害
時
の
避
難
所
で
は
、
受
付

時
に
「
避
難
者
名
簿
（
避
難
者
受

付
シ
ー
ト
）」の
記
入
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
が
、
大
規
模
災
害
時
に

は
短
時
間
に
多
く
の
人
が
避
難
す

る
こ
と
か
ら
、
受
付
が
混
雑
す
る

と
い
う
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、「
避
難
者
名
簿
（
避

難
者
受
付
シ
ー
ト
）」を
市
役
所
２

階
都
市
魅
力
課
・
金
剛
連
絡
所
・

消
防
庁
舎
５
階
危
機
管
理
室
に
備

え
付
け
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
事
前
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
避
難
の
際
に
ご
持
参
い
た
だ

き
、
避
難
所
受
付
が
円
滑
に
実
施

で
き
る
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※
下
表
を
切
り
取
っ
て
、
避
難
者

名
簿
と
し
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
危
機
管
理
室（
内
線
９
５
０
３
）

キリトリ線 

 

入所日 年 月 日

〒　　　－　　　

※１：内容に変更がある場合は、速やかに申し出てください。

※２：本名簿は避難所運営目的以外には、本人の許可なく使用しません。 代筆者：

　避難者名簿（避難者受付シート）【世帯単位】

避難所

続柄

No.

代表

氏名

家族

年齢 避難
安否
確認

備考(職業、特技、ｱﾚﾙｷﾞｰ、配慮事項)

TEL（　　　　－　　　　－　　　　）

ペットの有無 種類 匹数

全壊 　・　 半壊　 ・　 一部損壊　 ・　 床上浸水　 ・　 床下浸水
断水 　・　 停電　 ・　 ガス停止　 ・　 電話不通

安否問合せ
（情報提供について）

①すべて不可　　　　　②家族のみ可　　　　　③すべて可
※注意事項等（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

住所
電話

家屋の
被害状況

避難場所区分 避難所内　・　車中内　（車種　　　　　　　　　　車番　　　　　　　　　）

※同室避難はできません有　・　無

※該当箇所に〇

性別
（任意）

✂

４
市
町
村
コ
ミ
バ
ス

ス
マ
ホ
定
期
券
を
販
売

　
旧
金
剛
バ
ス
に
替
わ
る
4
市
町

村
コ
ミ
バ
ス
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ア
プ
リ
に
よ
る
定
期
券
を
導

入
し
ま
す
。
な
お
、
紙
の
定
期
券

に
つ
い
て
も
、
き
ら
め
き
フ
ァ
ク

ト
リ
ー
で
引
き
続
き
販
売
し
ま
す
。

販
売
開
始　
3
月
19
日
㈫
、
午
前

4
時
～

定
期
券
の
種
類　
通
勤
定
期
（
1

カ
月
お
よ
び
3
カ
月
）

※
た
だ
し
、
通
学
な
ど
の
各
種
割

引
は
適
用
し
ま
せ
ん
（
今
後
、
導

入
を
予
定
し
て
い
ま
す
）。

支
払
方
法　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

な
ど
に
よ
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

※
ス
マ
ホ
定
期
券
の
利
用
に
は
、利

用
者
登
録
が
必
要
で
す
。
登
録
方

法
や
使
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
道
路
交
通
課

の
ペ
ー
ジ
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
道
路
交
通
課
（
内
線
４
１
６
）
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交
換
学
生
の	

	
	

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集

　
富
田
林
・
ベ
ス
レ
ヘ
ム
姉
妹
都

市
協
会
で
は
、姉
妹
都
市
で
あ
る

米
国
ベ
ス
レ
ヘ
ム
市
と
本
市
と
の

友
好
親
善
を
深
め
る
た
め
、交
換

学
生
を
相
互
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　

今
夏
は
交
換
学
生
の
受
け
入

れ
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　
交
換
学
生
は
3
人
で
、滞
在
期

間
を
前
・
後
半
に
分
け
、
1
人
が

2
家
庭
に
滞
在
し
ま
す
。

家
庭
で
の
受
入
期
間　
前
半
＝

7
月
20
日
㈯
～
7
月
31
日
㈬
、
後

半
＝
７
月
31
日
㈬
～
8
月
11
日
㈷

募
集
件
数　
6
家
庭（
前・後
半
各

3
家
庭
、同
協
会
に
お
い
て
選
考
）

申
し
込
み　
人
権
・
市
民
協
働
課

に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、3
月
22
日
㈮
ま

で
に
人
権
・
市
民
協
働
課
内
同
協

会
事
務
局
〔
内
線
４
７
３
・
ＦＡＸ
（20）

２
０
７
２
・

kyoudo@
city.

tondabayashi.lg.jp

〕
へ
。

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
人
権
・
市

民
協
働
課
の
ペ
ー
ジ
）
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
関
す
る

ニ
ー
ズ
調
査
」
に
ご
協
力
を

　
本
市
で
は
、
令
和
２
年
３
月
に

策
定
し
た
「
第
２
期
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
事
業
計
画
」
の
計
画
期

間
が
令
和
６
年
度
末
で
終
了
す
る

こ
と
か
ら
、
現
在
、
子
ど
も
・
子
育

て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
を
め
ざ
す

た
め
の
指
針
と
な
る
第
３
期
計
画

（
令
和
7
～
11
年
度
）
の
策
定
に
向

け
た
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
本
調
査
は
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
法
に
基
づ
き
全
国
の
市
町
村
で

実
施
さ
れ
、
次
期
計
画
の
策
定
に

必
要
と
な
る
基
礎
資
料
と
し
て
、

ま
た
、
子
育
て
支
援
施
策
の
充
実

の
た
め
の
大
切
な
ニ
ー
ズ
調
査
で

す
。
調
査
案
内
の
は
が
き
が
３
月

上
旬
に
届
い
た
ご
家
庭
は
、
ウ
ェ

ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

調
査
方
法

●
就
学
前
児
童
　
市
立
幼
稚
園
・

保
育
園
お
よ
び
私
立
保
育
園
・
認

「公共施設再配置に関する
市民アンケート調査」を実施

　
本
市
で
は
、
平
成
30
年
に
策
定

し
た
「
公
共
施
設
再
配
置
計
画
」

の
中
間
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。
同
計
画
の
改
訂

に
あ
た
り
、「
公
共
施
設
の
あ
り

方
」
や
「
利
用
状
況
」
な
ど
に
つ

い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
伺
い
す
る
た
め
、「
公
共
施
設

再
配
置
に
関
す
る
市
民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。
ア
ン

ケ
ー
ト
用
紙
が
届
い
た
人
は
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
方
法　
市
内
に
住
所
の
あ
る

18
歳
以
上
の
人
の
中
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
３
０
０
０
人
に
3
月

中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
郵
送

問
行
政
管
理
課
（
内
線
３
２
７
）

交通安全講習会を開催します
　交通ルールの遵守など交通安全に対する意識
を高めるため、次のとおり交通安全講習会を開
催します。運転免許証をお持ちの人は、最寄り
の会場で受講しましょう。
　運転免許証をお持ちでない人も受講できます
ので、交通安全に関心のある人は、この機会に
ぜひ受講してください。

参加費　無料（当日直接会場へ）
※いずれも30分前より受け付け開始です。
※全ての会場で手話通訳が付きます。
※運転者講習受講カードを持っている人は、持
参してください。
※ Topic へ参加の人は、市役所駐車場または
市営東駐車場をご利用ください（駐車券をお持
ちください）。なお、各会場には、駐車台数に
限りがありますので、できる限り公共交通機関
をご利用ください。
問道路交通課（内線416）

とき ところ

３月７日㈭、午後７時～ 金剛公民館

３月 10日㈰、午前 10時～ かがりの郷

３月 11日㈪、午後７時～ レインボーホール
（市民会館）

３月 16日㈯、午前 10時～ T
ト ピ ッ ク
opic

（きらめき創造館）

定
こ
ど
も
園
な
ど
に
在
籍
す
る
就

学
前
児
童
＝
約
２
０
０
０
人
に
対

し
て
、
所
属
先
を
通
じ
て
は
が
き

を
配
布
、
そ
の
他
の
就
学
前
児
童

＝
約
１
４
０
０
人
に
対
し
て
は
が

き
を
直
接
郵
送

※
は
が
き
が
２
通
以
上
届
い
た
ご

家
庭
は
、一
番
下
の
子
ど
も
を
調
査

対
象
と
し
て
回
答
し
て
く
だ
さ
い
。

●
小
学
生
児
童　
小
学
校
に
在
籍

す
る
児
童
の
う
ち
無
作
為
に
抽
出
し

た
約
１
５
０
０
人
に
対
し
て
、
在
籍

す
る
学
校
を
通
じ
て
は
が
き
を
配
布

※
紙
に
よ
る
回
答
を
希
望
さ
れ
る

人
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
０
３
）
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マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の	

日
曜
交
付
（
事
前
予
約
制
）

と
き　
３
月
３
日
㈰
、10
日
㈰
、４

月
７
日
㈰
、
14
日
㈰
、
い
ず
れ
も

午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分

と
こ
ろ　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド（
交
付
・
暗
証
番

号
）窓
口（
市
役
所
１
階
）

予
約
方
法　
希
望
日
の
２
開
庁
日

前
ま
で
に
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ま
た

は
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
コ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
で
予
約
の
上
、
申
請

者
本
人
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
持
ち
物
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
〔
☎

（26）

９
８
１
５
〕（
月
～
金
曜
日
（
祝
日

を
除
く
）
と
第
１・２
日
曜
日
、
午

前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
）、市
民

窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、１
３
２
）

転
出
届
は
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出
を

　
転
出
届
は
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

を
通
じ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
届
出

が
可
能
で
す
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

利
用
す
る
と
、
転
出
に
あ
た
り
富

田
林
市
役
所
へ
の
来
庁
が
原
則
不

要
と
な
り
ま
す
。

　
電
子
証
明
書
が
有
効
な
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
人
で
、

日
本
国
内
で
の
引
越
し
を
す
る
人

が
利
用
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
通

じ
て
転
出
届
の
提
出
を
し
た
後
は
、

別
途
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

転
入
先
の
市
区
町
村
の
窓
口
に
持

参
し
て
、
転
入
届
な
ど
の
手
続
が

必
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
で
の
手
続
き

に
は
、
ご
自
身
で
設
定
し
た
次
の

パ
ス
ワ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

・署
名
用
電
子
証
明
書（
英
数
字
6

～
16
桁
）

・
利
用
者
証
明
用
電
子
証
明
書（
数

字
4
桁
）

・券
面
事
項
入
力
補
助
用（
数
字
4

桁
）

※
詳
し
く
は
、市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト (

市
民
窓
口
課

の
ペ
ー
ジ) 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、 

１
３
２
）

　
戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

３
月
１
日
㈮
か
ら
、
次
の
証
明
書

は
本
籍
地
の
市
区
町
村
役
場
だ
け

で
な
く
、
い
ず
れ
の
市
区
町
村
役

場
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

対
象
と
な
る
証
明
書　
戸
籍
全
部

事
項
証
明
書
（
戸
籍
謄
本
）、
除
籍

全
部
事
項
証
明
書
（
除
籍
謄
本
）、

改
製
原
戸
籍
謄
本

※
一
部
事
項
証
明
書
や
抄
本
に
つ

い
て
は
請
求
で
き
ま
せ
ん
。

請
求
で
き
る
人　
次
の
①
②
の
い

ず
れ
か
に
該
当
し
、
公
的
機
関
発

行
の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
運
転
免

許
証
な
ど
）
を
提
示
し
た
人

①
請
求
す
る
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
（
自
己
の
記
載
の
あ
る
戸

籍
を
請
求
す
る
人
）、ま
た
は
そ
の

配
偶
者
（
配
偶
者
の
記
載
の
あ
る

戸
籍
を
請
求
す
る
人
）

②
戸
籍
に
記
載
の
あ
る
人
の
直
系

尊
属
（
父
母
・
祖
父
母
）、
ま
た
は

直
系
卑
属
（
子
・
孫
）

請
求
で
き
な
い
人

自
衛
官
等
募
集
事
務
に
係
る

情
報
提
供
の
除
外
届
出
制
度

　
本
市
で
は
法
令
に
基
づ
き
、
防

衛
大
臣
が
行
う
自
衛
官
お
よ
び
自

衛
官
候
補
生
の
募
集
事
務
の
た
め
、

使
用
目
的
を
限
定
し
た
上
、
防
衛

省
に
18
歳
と
22
歳
の
市
民
を
対
象

と
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
記
載
事

項
の
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
人
で
、

ご
自
身
の
個
人
情
報
の
提
供
を
希

望
さ
れ
な
い
場
合
は
、
事
前
に
届

け
出
る
こ
と
で
提
供
す
る
情
報
か

ら
除
外
で
き
ま
す
。

届
出
対
象
者　
令
和
６
年
４
月
１

日
㈪
時
点
で
17
歳
～
22
歳
の
人

※
一
度
届
け
出
る
こ
と
で
除
外
の

効
果
は
続
き
ま
す
。

届
出
方
法　
本
人
確
認
書
類
な
ど
を

持
参
し
、市
民
窓
口
課
で
配
布
す
る

「
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
除
外
届
出

書
」に
必
要
事
項
を
記
入
し
、同
課
へ

※
同
届
出
書
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

（
市
民
窓
口
課
の
ペ
ー
ジ
）か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

※
郵
送
や
代
理
人
に
よ
る
届
け
出

も
可
能
で
す
。
詳
し
く
は
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
１
、 

１
３
２
）

①
郵
送
で
の
請
求
や
代
理
人

②
D
V
支
援
措
置
の
申
し
出
を

し
て
い
る
人

③
戸
籍
を
電
算
化
し
て
い
な
い
人

※
他
市
区
町
村
本
籍
の
戸
籍
謄
本

な
ど
は
待
ち
時
間
が
長
く
な
り
ま

す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
民
窓
口
課
（
内
線
１
３
３
）

全
国
の
市
区
町
村
役
場
で
戸
籍
謄
本
な
ど

の
請
求
が
可
能
に

３
月
１
日
㈮
か
ら

歩
行
者
専
用
道
路
の
通
行

に
つ
い
て

　
左
下
の
標
識
が
設
置
さ
れ
て

い
る
道
路
は

「
歩
行
者
専
用

道
路
」の
指
定

を
受
け
て
い

る
た
め
、自
転

車
や
バ
イ
ク
な
ど
の
通
行
は
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
歩
行
者
の
安
全
な
通
行
を
妨

げ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、自
転
車

や
バ
イ
ク
な
ど
で
通
行
す
る
場

合
は
、押
し
て
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

問
道
路
交
通
課
（
内
線
４
１
２
、	

４
１
４
）
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無料ごみシールを郵送で配布

　
茶
色
の
封
筒
に
、シ
ー
ル
と「
ご

み
の
分
け
方
・
出
し
方
」
の
保
存

版
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
３

月
14
日
㈭
～
28
日
㈭
に
郵
送
で
配

布
し
ま
す
の
で
、
期
間
中
は
ポ
ス

ト
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、シ
ー
ル
は
世
帯
の
人
数
ご

と
に
分
け
て
発
送
す
る
た
め
、
同

じ
地
域
、
同
じ
住
所
で
あ
っ
て
も

到
着
が
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
ご
み

の
分
別
に
関
す
る
情
報
や
収
集
の

曜
日
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

■
シ
ー
ル
が
届
い
た
ら
必
ず
種
類
、

枚
数
の
確
認
を

　
シ
ー
ル
の
種
類
、
配
布
枚
数
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　
３
月
29
日
㈮
を
過
ぎ
て
も
シ
ー

ル
が
届
か
な
い
と
き
は
、
環
境
衛

生
課
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人

（
シ
ー
ル
の
交
付
申
請
）

　
住
民
登
録
を
し
て
い
な
い
人
な

ど
に
は
シ
ー
ル
を
届
け
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。本
市
に
居
住
し
て
い
る

こ
と
を
証
明
す
る
も
の
（
住
所
と

氏
名
が
記
載
さ
れ
た
上
下
水
道
料

金
な
ど
の
領
収
書
、
賃
貸
契
約
書
、

郵
便
物
の
コ
ピ
ー
な
ど
）
を
持
参

し
、
環
境
衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連

無料ごみシール配布枚数　※年１回配布、１年間の枚数
もえるごみ専用シール

世帯人数 枚数（シート数） 色
１～２人世帯 110枚（5.5 枚）

深緑
３～４人世帯 220枚（11枚）
５～６人世帯 280枚（14枚）
７人以上の世帯 340枚（17枚）

粗大ごみ専用シール
世帯人数に関係なく
１世帯当たり 36枚（６枚） うぐいす

絡
所
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
４
月
よ
り
使
用
で
き
ま
す

　
シ
ー
ル
は
年
度
に
よ
っ
て
色
分

け
し
て
い
ま
す
。
令
和
６
年
度
の

シ
ー
ル
は
、
４
月
の
収
集
よ
り
使

用
で
き
ま
す
。
な
お
、
令
和
５
年

度
の
シ
ー
ル
が
残
っ
て
い
る
場
合
は
、

令
和
７
年
３
月
31
日
㈪
ま
で
継
続

し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
期
限
が
過
ぎ
た
シ
ー
ル
は
使
用

で
き
ま
せ
ん
。

■
シ
ー
ル
の
返
還

　

転
出
な
ど
に
よ
り
本
市
か
ら

引
っ
越
し
す
る
場
合
は
、
転
出
届

の
際
に
シ
ー
ル
を
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。
シ
ー
ル
は
譲
渡
禁
止
で
す
。

問
環
境
衛
生
課
（
内
線
１
４
４
～

１
４
６
）

３月 14日㈭～ 28日㈭に

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童

委
員
が
決
定

　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し

て
、
２
月
１
日
付
け
で
次
の
人

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
喜
志
小
学
校
区　
主
任
児
童

委
員　
成
瀬 

聡
子
さ
ん

※
担
当
地
区
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
の
連
絡
先
な
ど
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
増
進
型
地
域
福
祉
課
（
内
線

２
７
５
）

貸し農園空き区画の利用者を募集

名前 ところ 利用料（㎡） 設備など 問い合わせ

農園　泉 加太一丁目 年額１万5000円（１区画約42㎡）駐車場 尾崎 充貞さん
〔☎ 072（365）1768〕

松村ファーム 龍泉（ＪＡ大阪南
ライスセンター前）

年額１万 8000 円～３万 8000
円（１区画約 85㎡～ 156㎡） 農業用水、駐車場 松村 忠一さん

〔☎090（5663）6237〕

福田ファーム 龍泉
年額１万 6800 円～１万 8000
円～２万 5200円（１区画約 66
㎡～ 80㎡～ 99㎡）

農業用水、駐車
場、トイレ

福田 恵美子さん
〔☎090（4300）2748〕

ハイジの里 龍泉 年額１万8000円（１区画約80㎡）農業用水、駐車場 松村 光昭さん
〔☎090（8791）5895〕

ｈｏｒｉｋａｗａ小規模
農園Ａ・Ｂ 山中田町一丁目 年額１万円（１区画約35㎡～100㎡）農業用水、駐車場 堀川 俊文さん

〔☎090（6987）3817〕

富田林クラインガルテン 佐備 年額約２万円（１区画約 82.5㎡）農業用水、駐車場、トイレ
谷口さん
〔☎090（8143）0746〕

問農とみどり推進課（内線 446）
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病
児
保
育
事
業
の
ご
利
用
を

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
子
育

て
応
援
サ
イ
ト「
Ｔ
ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
（
同
申
込
書
の

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

問
こ
ど
も
未
来
室（
内
線
２
８
２
）

３
月
１
日
㈮
よ
り
、
令
和
６
年
度
分
の
利
用

登
録
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
受
け
付
け
ま
す

　
大
阪
府
済
生
会
富
田
林
病
院
内

な
で
し
こ
保
育
園
で
実
施
し
て
い

る
病
児
保
育
（
病
児
対
応
型
）
の

令
和
６
年
度
の
利
用
登
録
を
、
３

月
１
日
㈮
よ
り
受
け
付
け
ま
す
。

利
用
日
時　
月
～
金
曜
日
（
祝
日
、

年
末
年
始
は
除
く
）、午
前
８
時
30

分
～
午
後
６
時

対
象
者　
保
育
施
設
、
学
童
ク
ラ

ブ
、
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
を
利

用
し
て
い
る
子
ど
も
な
ど

費
用　
日
額
３
０
０
０
円
（
給
食

費
含
む
）

申
し
込
み　
３
月
１
日
㈮
～
、
利

用
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、こ
ど
も
未
来
室
へ
持
参（
郵

送
不
可
）、ま
た
は
子
育
て
応
援
サ

イ
ト
「
Ｔと

ん

と

ん

ｏ
ｎ
Ｔ
ｏ
ｎ
」
に
あ
る

専
用
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

※
同
申
込
書
は
こ
ど
も
未
来
室
ま

た
は
市
内
認
可
保
育
施
設
で
も
配

布
し
ま
す
。

※
利
用
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

三
菱
U
F
J
銀
行
・
三
井
住
友
銀
行
の

窓
口
で
の
市
税
や
保
険
料
な
ど
の
公
金
の

お
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す

　
４
月
１
日
㈪
か
ら
、三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ

銀
行
お
よ
び
三
井
住
友
銀
行
の
全

店
舗
の
窓
口
で
本
市
へ
の
公
金
の

お
支
払
い
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、お

支
払
い
い
た
だ
く
納
付
書
を
ご
確

認
い
た
だ
き
、
記
載
さ
れ
て
い
る

他
の
金
融
機
関
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ

店
頭
な
ど
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

※
市
民
税
（
個
人
分
）・
固
定
資
産

税
・
軽
自
動
車
税
で
「
地
方
税
統

一
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」
が
印
刷
さ
れ
た

納
付
書
に
限
り
、
両
銀
行
で
の
取

り
扱
い
が
継
続
さ
れ
ま
す
。

※
両
銀
行
で
の
口
座
振
替
払
（
口

座
引
き
落
と
し
）
は
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※
両
銀
行
窓
口
で
お
支
払
い
さ
れ

る
場
合
は
、
手
数
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
詳

し
く
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
銀
行
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問い合わせ一覧

市税 収納管理課	
（内線 121～ 124）

国民健康保険料 保険年金課（内線 152、156）

介護保険料 高齢介護課（内線 175、176）

後期高齢者医療保険料 福祉医療課（内線 158、159）

学童クラブ利用料・保育料
など

こども未来室	
（内線 292～ 294）

市営住宅家賃など 住宅政策課（内線 437）

ゴミ・し尿処理手数料 環境衛生課（内線 144）

霊園使用料・維持費など 環境衛生課（内線 143）

幼稚園・小学校給食費など 学校給食課〔☎ (28)5211〕

水道料金、下水道・浄化槽
使用料など 上下水道総務課〔☎(24)1200〕

その他のお支払い 会計室（内線 100～ 102）

金
剛
連
絡
所
２
階
ホ
ー
ル

の
ご
案
内　

　

金
剛
連
絡
所
で
は
、
２
階

ホ
ー
ル
の
貸
し
出
し
を
行
っ
て

い
ま
す
。

利
用
時
間　
午
前
9
時
～
午
後

9
時
（
１
時
間
単
位
で
の
利
用

が
可
能
）

定
員　
45
人

料
金　
５
０
０
円
（
１
時
間
当

た
り
、市
内
在
住
の
人
の
場
合
）

※
市
外
在
住
の
人
や
営
利
目
的

な
ど
の
場
合
は
、異
な
り
ま
す
。　

※
申
し
込
み
方
法
や
料
金
な
ど

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
金
剛
連
絡
所〔
☎
（29）
１
４
０
１
〕

市庁舎などで通話
録音の運用を開始

　
本
市
で
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
公

正
な
職
務
執
行
の
確
保
な
ど
を
目

的
に
、
４
月
１
日
㈪
か
ら
、
左
記

の
施
設
で
通
話
の
録
音
を
開
始
し

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
施
設
に
電
話
を
す

る
と
、
ま
ず
通
話
を
録
音
す
る
旨

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
れ
、
電
話
が

つ
な
が
り
ま
す
。

　
な
お
、
市
か
ら
の
発
信
の
際
に

は
録
音
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
流
れ
ま
せ

ん
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い

し
ま
す
。

対
象
施
設　
市
庁
舎
、
金
剛
連
絡

所
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図
書
館

問
総
務
課
（
内
線
３
４
６
）、
金
剛

連
絡
所
〔
☎

（29）
１
４
０
１
〕、
中
央

公
民
館
〔
☎

（24）
３
３
３
３
〕、
中
央

図
書
館
〔
☎

（24）
４
９
２
１
〕

４月１日㈪～
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令
和
４
年
、自
殺
に
よ
り
、全
国

で
２
万
１
８
８
１
人
、大
阪
府
内
で

１
４
８
８
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。 　

悩
み
を
抱
え
て
お
困
り
の
時
や

生
き
る
こ
と
が
つ
ら
く
感
じ
る
と

き
は
、
一
人
で
抱
え
込
ま
ず
、
左

表
の
専
門
機
関
な
ど
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
身
近
な
人
の
悩
み
に
気

づ
い
た
ら
、
話
を
聞
い
て
寄
り
添

い
、
必
要
に
応
じ
て
相
談
窓
口
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
づ
く
り
推
進
課
〔
☎
(28)

５
５
２
０
〕

相談名 とき 電話番号

こころの健康相談統一ダイヤル

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時 30分～午後５時
※３月１日㈮の午前９時 30 分～ 31
日㈰の午後５時は、24 時間体制で相
談を受け付けます。

〔☎0570(064)556〕

こころの電話相談 月・火・木・金曜日（祝日、年末年始
は除く）、午前９時 30分～午後５時 〔☎06(6607)8814〕

若者専用電話相談（わかぼちダイヤル）水曜日（祝日、年末年始は除く）、午前９時 30分～午後５時 〔☎06(6607)8814〕

富田林保健所精神保健福祉相談 月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 45分 〔☎ (23)2684〕

妊娠中や産後こころが不安になったら
大阪府妊産婦こころの相談センター

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前 10時～午後４時 〔☎0725(57)5225〕

自死遺族相談（予約制）
大阪府こころの健康総合センター

月～金曜日（祝日、年末年始は除く）、
午前９時～午後５時 45分 〔☎06(6691)2818〕

関西いのちの電話 365 日、24時間対応 〔☎06(6309)1121〕

大阪自殺防止センター 金曜日の午後１時～日曜日の午後 10
時 〔☎06(6260)4343〕

こころの救急箱 月曜日の午後７時～翌午前３時、木曜
日、午後７時～ 10時 〔☎06(6942)9090〕

自殺予防いのちの電話 毎日、午後４時～９時、毎月 10 日の
午前８時～翌午前８時 〔☎0120(783)556〕

相談窓口一覧　大阪府のこころの健康総合センターのページ〔https://www.
pref.osaka.lg.jp/kokoronokenko/soudankikan/jisatsu_soudan.html〕に
も掲載していますので、ご覧ください。

３月は自殺	 	
対策強化月間

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス

「
に
じ
い
ろ
ブ
ー
ケ
」

　
映
画「
女
に
な
る
」に
も
出
演
さ

れ
た
、
中
川 

未
悠
さ
ん
の
お
話
を

聞
い
て
、
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　
３
月
23
日
㈯
、
午
後
２
時

～
４
時

と
こ
ろ　
市
役
所

テ
ー
マ　
L
G
B
T
Q
に
関
す
る

服
装
、
メ
イ
ク
、
装
飾
に
つ
い
て

講
師　
中
川 

未
悠
さ
ん（
L

 
G
 B 

T
Q
講
師
、Tテ

ィ

ッ

ク

ト

ッ

カ

ー

i
k
T
o
k
e
r
）

定
員　
20
人　
参
加
費　
２
０
０
円

申
し
込
み　
３
月
21
日
㈭
ま
で
に
、

下
図
の
申
し
込
み
フ
ォ
ー

ム
ま
た
は
メ
ー
ル
に
、
講

座
名
、参
加
者
の
氏
名（
匿
名
可
）を

記
入
し
、人
権
・
市
民
協
働
課〔（
内

線
４
７
４
）・

jinken@
city.ton 

dabayashi.lg.jp

〕
へ
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
抽
選
、
電
話
申
し

込
み
可
）

第
だい

１期
き

外
がい

国
こく

人
じん

市
し

民
みん

会
かい

議
ぎ

の提
てい

言
げん

書
しょ

が提
てい

出
しゅつ

されました

　
本ほ

ん

市し

で
は
、
国こ

く

籍せ
き

や
民み

ん

族ぞ
く

に
か

か
わ
ら
ず
誰だ

れ

も
が
住す

み
や
す
い「
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

」の
ま
ち
づ
く
り
を
進す

す

め
、

外が
い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

の
声こ

え

を
市し

政せ
い

に
反は

ん

映え
い

さ
せ
る
た
め
の
会か

い

議ぎ

と
し
て
、本ほ

ん

市し

に
在ざ

い

住じ
ゅ
う

・
在ざ

い

勤き
ん

の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

を

委い

員い
ん

と
す
る
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

会か
い

議ぎ

を

令れ
い

和わ

3
年ね

ん

か
ら
設せ

っ
ち置

し
て
い
ま
す
。

会
かい
議
ぎ
の様
よう
子
す

　
２
月が

つ

４
日に

ち

、
同ど

う

会か
い

議ぎ

の
委い

員い
ん

が

「
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

へ
の
情じ

ょ
う

報ほ
う

提て
い

供き
ょ
う

の
あ

り
方か

た

」を
テ
ー
マ
に
3
年ね

ん

間か
ん

議ぎ

論ろ
ん

を

重か
さ

ね
た
結け

っ
か果

を
提て

い

言げ
ん

書し
ょ

と
し
て
ま

と
め
、
市し

長ち
ょ
う

に
提て

い

出し
ゅ
つ

さ
れ
ま
し
た
。

提て
い

言げ
ん

書し
ょ

の
概が

い

要よ
う

●
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

が
必ひ

つ

要よ
う

と
し
て
い

る
情じ

ょ
う

報ほ
う

住じ
ゅ
う

民み
ん

と
し
て
受う

け
る
こ
と
が
で
き

る
支し

援え
ん

や
サ
ー
ビ
ス
の
情じ

ょ
う

報ほ
う

、
日に

本ほ
ん

の
法ほ

う

律り
つ

や
制せ

い

度ど

、
巿し

内な
い

で
の
生せ

い

活か
つ

に
必ひ

つ

要よ
う

な
情じ

ょ
う

報ほ
う

を
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

は
必ひ

つ

要よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

●
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

に
情じ

ょ
う

報ほ
う

を
提て

い

供き
ょ
う

す

る
方ほ

う

法ほ
う

多た

言げ
ん

語ご

や「
や
さ
し
い
日に

本ほ
ん

語ご

」で

の
情じ

ょ
う

報ほ
う

提て
い

供き
ょ
う

に
努つ

と

め
、
ユ
ニ
バ
ー

サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
考か

ん
が

え
方か

た

も
踏ふ

ま

え
な
が
ら
、
情じ

ょ
う

報ほ
う

を
確か

く

実じ
つ

に
届と

ど

け

る
こ
と
を
意い

識し
き

し
て
ほ
し
い
で
す
。

●
こ
れ
か
ら
の
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

会か
い

議ぎ

考か
ん
が

え
る
べ
き
課か

題だ
い

は
ま
だ
ま
だ
多お

お

く
、
今こ

ん

後ご

と
も
こ
の
よ
う
な
場ば

を

設も
う

け
、
外が

い

国こ
く

人じ
ん

市し

民み
ん

の
声こ

え

を
活い

か

し
て
多た

文ぶ
ん

化か

共き
ょ
う

生せ
い

の
ま
ち
づ
く
り

を
進す

す

め
て
い
く
こ
と
を
望の

ぞ

み
ま
す
。

問
人じ

ん

権け
ん

・
市し

民み
ん

協き
ょ
う

働ど
う

課か

（
内な

い

線せ
ん

４
６
９
）
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大阪防災アプリの活用を

　大阪府域や富田林市の気象注意報や警報、地震・
津波・台風に加え、熱中症や線状降水帯、自治体か
らの避難情報など、多様な防災情報に対応していま
す。日常の雨雲の状況やもしもの時のハザードマッ
プ、災害時における避難所への経路を確認できるほ
か、スマートフォンのGPS 機能を利用して、大阪
府内どこでも、現在地の防災情報などをプッシュ通
知で受け取れます。大阪防災アプリをぜひ、
ご活用ください。
問府危機管理室災害対策課〔☎06（6944）6183〕

富
田
林
の
た
め
池
と
浅
川
堤

　
古
く
か
ら
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
村
で
は
井い

路じ

を
引
い
た

り
、
た
め
池
を
造
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

　
新
堂
新
池
は
新
堂
村
の
日
野
徳
左
衛
門

が
、
中
野
新
池
は
中
野
村
の
多
田
三
重
郎

が
中
心
と
な
っ
て
築
造
さ
れ
た
池
で
す
。

　
毛え

人び

谷た
に

村
で
は
庄
屋
辻
茂
八
が
五
ノ
坪

池
の
工
事
に
尽
力
し
、
北
大
伴
村
で
は
庄

屋
芝
野
七
左
衛
門
を
中
心
に
南
大
伴
村
領

の
谷
間
に
溜
池
を
築
き
、
芝
池
と
呼
ば
れ

ま
し
た
。

　
別
井
の
虎
ヶ
池
は
当
初
、
辰
巳
池
と
い

い
ま
し
た
が
、
池
の
築
造
を
め
ぐ
る
裁

判
で
尽
力
し
た
虎
屋
久
兵
衛
に
因ち

な

ん
で
、

虎
ヶ
池
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
明
治
池
は
、中
野
国
松
・
成
川
重
次
郎
・

内
田
猪
十
郎
が
発
起
人
と
な
り
明
治
27
年

（
１
８
９
４
年
）
に
完
成
し
た
池
で
す
。

　
河
川
か
ら
離
れ
た
地
域
で
井
路
や
た
め

池
を
設
け
て
生
産
量
の
維
持
拡
大
が
は
か

ら
れ
た
一
方
、
河
川
に
接
す
る
地
域
で
は

堤
を
設
け
、
水
害
か
ら
土
地
を
守
る
と
と

も
に
農
地
の
開
墾
が
は
か
ら
れ
ま
し
た
。

　
甲
田
村
は
た
び
た
び
大
水
に
よ
っ
て
石

川
の
堤
が
決
壊
し
、
農
地
が
流
失
・
荒
廃

し
て
人
々
は
非
常
に
苦
し
み
ま
し
た
。

　
天
保
２
年
（
１
８
３
１
年
）
に
庄
屋
の

家
に
生
ま
れ
た
浅
川
八
郎
は
、
祖
父
八

左
衛
門
の
意
思
を
継
い
で
堤
の
築
造
を

計
画
し
、
約
10
年
間
か
け
て
明
治
８
年

（
１
８
７
５
年
）
に
総
延
長
約
１
２
５
０

ｍ
の
堤
を

築
き
、
荒

れ
果
て
た

耕
地
を
復

旧
す
る
と

と
も
に
、

新
た
に
８

ha
余
り
の

耕
地
を
開

墾
し
ま
し

た
。
堤
の

お
か
げ
で
大
水
の
被
害
か
ら
免
れ
、
約

13‌

ha
も
の
良
田
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
堤
は

浅
川
堤
と
呼
ば
れ
、
現
在
も
そ
の
一
部
が

残
り
、
宅
地
化
で
か
な
り
減
少
し
た
と
は

い
え
農
地
が
今
な
お
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
浅
川
八
郎
が
亡
く
な
っ
た
後
、
そ
の
多

大
な
功
績
に
感
謝
し
、
川
西
小
学
校
の
近

く
に
記
念
碑
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

           

　
　
　
　
　
　
文
化
財
課（
内
線
4
９
６
） 浅川八郎翁之碑 浅川堤

消防広域化に伴う119番通報の番号に変更は
ありません

　４月１日㈪からの消防広域化に伴い、市消防本部通
信指令室に繋

つな

がっていた119番通報は、２月17日よ
り、受信場所が大阪南消防局新指令センターに変わっ
ています。
　これに伴う通報方法などに変更はなく、これまでと同
様、火災や救急などの緊急時は119番通報してください。
問市消防本部警備救急課〔☎（23）1125〕

防災無線の定期放送時間を午後５時に統一

　近年、全国各地で地震や豪雨、台風などの災害が多
く発生しています。
　本市では、災害発生時に備えた平時の放送点検とし
て、子どもたちに帰宅を呼びかけるための定期放送を
防災無線により実施しており、昨年度まで３月～９月
は午後６時、10月～翌２月は午後５時に放送してい
ましたが、今後は、年間通して午後５時に統一し、放
送します。
問危機管理室（内線9503）

瑞宝双光章の受章者が来庁されました

　令和５年に、瑞宝
双光章を受章された
奥田 尚登さん、畑口 
宏さんが受章報告に
来庁されました。
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西野　未
み

蘭
らん

ちゃん（６カ月）
だいすき♥生まれてきてくれ
てありがとう♥

和田　華
か

澄
すみ

ちゃん（１歳３カ月）
音楽が大好き！
いつも踊って癒してくれてあり
がとう！

　
川
柳
・
俳
句
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
の
は
が
き
で
応
募
し
て
く

だ
さ
い
（
１
人
各
５
点
ま
で
）。
市
内
在
住
の
人
で
未
発
表

の
も
の
に
限
り
ま
す
。
作
品
の
漢
字
や
氏
名
に
は
必
ず
フ
リ

ガ
ナ
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　
６
月
号
の
「
俳
句
」
は
４
月
30
日
㈫
、７
月
号
の
「
川
柳
」

（
宿
題
「
約
束
」）
は
５
月
31
日
㈮
ま
で
に
応
募
（
い
ず
れ
も

必
着
）
し
て
く
だ
さ
い
。
宛
先
は
上
記
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
短
歌
の
コ
ー
ナ
ー
は
、都
合
に
よ
り
し
ば
ら
く
の
間
、休
ま

せ
て
い
た
だ
き
ま
す（
５
月
号
で
の
掲
載
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　わが家のアイドル（対象年齢は
４歳未満、兄弟・姉妹と一緒に写っ
ている写真でも可）は、写真に、
メッセージ（20字程度）を添え、
住所、保護者と子どもの名前（ふ
りがな）、撮影時の年齢（月齢）、
電話番号を記入し、封書で上記の

宛先まで応募してください。
　また、市ウェブサイトからもご応募いた
だけます。
　なお、今応募した場合、掲載は約６カ月
後になります。

富
田
林
市
役
所
都
市
魅
力
課

常
盤
町
1
番
1
号

－５８４ ８５１１
住
所
・
氏
名
ふ
り
が
な
・
電
話
番
号

（

）

宛先

岡田　岡田　績績
いさおいさお
さんさん西村　西村　智智

さとるさとる
さんさん

＝
秀
句
＝

寒か
ん

椿つ
ば
き

落
ち
し
は
踏
ま
ぬ
久ひ

さ
じ
ょ女
の
忌き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
ケ
丘
町　
西
川　
美
智
子

《
選
評
》
杉
田
久
女
の
忌
日
は
一
月
二
十
一
日
。
女
性

俳
句
の
先
駆
者
で
あ
る
久
女
は
、
昭
和
十
一
年
に
敬

慕
す
る
師
・
高
浜
虚
子
か
ら
突
然
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」

同
人
を
除
名
さ
れ
、
以
来
不
幸
な
運
命
を
辿
る
。
悲

劇
の
人
で
あ
る
久
女
に
満
腔
の
思
い
を
寄
せ
た
秀
句
。

千
両
も
万
両
も
あ
る
隣
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
田　
　
　
　
伊
藤　
義
彦

日ひ

脚あ
し

伸の

ぶ
手
を
繋つ

な

ぎ
行
く
老
夫
婦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台　
　
　
下
田　
沙
羅

弓
な
り
に
風ふ

う

雪せ
つ

か
わ
す
寒か

ん

牡ぼ

丹た
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
池
台　
　
　
渡
邉　
克
己

能
登
地
震
せ
め
て
暖
冬
来
て
お
く
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
楠
風
台　
　
　
吉
岡　
忠
義

ま
た
ひ
と
つ
戦せ

ん

火か

拡ひ
ろ

が
り
今
年
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
々
山
台　
　
下
村　
英
子

う
す
紅べ

に

の
さ
ざ
ん
か
続
く
風
の
径み

ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
辺
台　
　
　
久
保　
正
代

紙
折
つ
て
舟
に
奴
に
日
脚
伸
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選　
者　
詠

俳
句
杉　
　
岩
井　
英
雅
選

　
今
月
の
詠
題
「
当
季
雑
詠
」

白樫　蒼
あ お

央ちゃん（３カ月）
生まれてきてくれてありがと
う！すくすく元気に育ってね♡

奥村　実
み

令
のり

ちゃん（２歳）
　　　泰

たい

千
ち

ちゃん（９カ月）
生まれてきてくれてありがと
う！2人とも、すくすく大き
くなってね♪

1００歳おめでとう
ございます !

※
４
月
号
は
「
川
柳
」
を
掲
載
し
ま
す
（
な
お
、
応

募
は
２
月
29
日
で
締
め
切
り
ま
し
た
）。
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